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　　　く紀元2600年記念レ

　　　　けん　　　こく　　　　　　　　つるぎ　　　ぼし

　　　　建國の論点　　高城武夫
　　　　　　　一海南島の十字星に因みて一　「星と兵隊」

睡偏勲1覇，鰍燃敵陣i葱、，嚥輿車
南十字星を中心にして，皇軍勇士と大阪市ラ・ラネタリウムに於ける筆者との間の丈通及び

早撃館にて「戦線と星圖」の作製螢迭，そして南十宇星が2600年前に内地でも見えたこと

を結び，この十字星を新しく「建國の創星」と呼んで，．皇紀2600年を記念する筆者の盤四

七である．

x　　　　　　　　　　　× x　　　　　　　　　　　x

この實話は，去る2月14日頃夜，2600年紀元節奉1況ラヂオ放逡に物語劇となって，JOBIS

　　　　　　　　　　　　　　　　　（夕6時より杢國放逡）

　　　　　　　　　　　　　渡邊三白氏…脚色・演繊

　　　　　　　　　　　　　田回心塩鱒…演出　　外協同劇團

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和15年2月5日立春の日　　住’吉の寓居にて

　昭和の聖戦を飾る南：方攻略の華は，昭和14年2月10日未明の海南島の：奇襲敵

前上陸である．我々は今その一週年の記念日を紀元2600年の紀元節の前日に迎

へる～二ととなった．そして一年前の皇軍の肚行を再び想ひ起すのである．

　　　　　　　　　　　　　海南島の十字星

熱砂捲く海南島は北緯18度から20度に位置し，現在日本内地では見られなV・

肚嚴な南十等星が，この島では見られるのである．上陸瞬時の深夜には東南方

の地李線上に昇って輝いてみた．美しい十字置はわが皇軍を海南島に迎へたの

である．

　華々しき海南島攻略の模様は其後銃後へ傳へられ，やがて内地は櫻の花盛り

となった，其頃筆者は朝日新聞の依頼により，「海南島で見える南十字星」なる

題で，紙上に下の一一i文を書いた．

　『海南島では，この頃夜牛の南の室に美しい南十字星が昇ってゐます．4っ

　の大きな星が，十字形に並んだ肚嚴な姿は，恰も救主の十字架が天高く突立

　つてみる様に思はれて，誰しも心を打たれるものです．（中略）

　　さて海南島では南十字星はこの頃だと，赤い夕日が椰子の葉かげに沈んで

　から3時間程経って，東南の地卒線に傾いて昇ります．深夜には地上から10

　度の高さに十字が直立して南中し，やがて早曉の東天に，赤い火星が昇り，

　「さそり」座が天上をうかがふ夜明け前には，西へその萎をかくします．

より紙漉された．

　　　『海南島の十字星』

　　　　　劇園ドオゲキ
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藻義鷺輪ill響謙驚鵡
後日わかったことfithr，右の綱記事1ま海酪の勇士へ雛のX人によっ

て，手紙と共に邊られて行った．

ここで轄肥った一あの＋字星観られる海南島を攻咄職舶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り恰も今より2600輸には内地よりも・この4っの星睨られたと云鞠であ
る．
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畏くも漱天皇amM”’＝o頃にも・繍な＋物ま正七三の御尋鋤如く叩

き・今は瀦島の室で・蟹を誕り賜ふの莇らう・そ三下肥者は擁

を灘脚各に因んで「紳武臣4）鯉」と假餅鵬天界誌上（東逓撫
會五行）にこの事を書いたことだった．

　（註）十字星は繭洋で「アマルAmal，王の劔」とも呼ばれた記録がある．

大阪市立電氣科學館天文部　内

　　　高　　城　　武　　夫　　様

☆1軍事郵便1 隆ρ．信引

則こ繍破の風そよぐ頃融って・海軸の湧士より樋の軸恥
が渦けられた．それは一

　4月30日の日附

　　　頷田部隊　長屋隊

　　　　　薦井常三郎氏より　（贋島示申邊配点均）

丼啓　私事は去る2月10日南支の劃期的作戦たる海南島敵前上陸に参加しまし

娘勒唄で御座います・現在で1ま同島の三三も云ふべきoO敵守議
して待機して居ります．
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本日内地より邊附して來ましたる新聞紙上にて＃見致しましたが，内地では観

る事の出來ない南十字星ある事を初耳に致しまレたが，今夜も城壁に昇りまし

て南天を望みまして，爽見に務めました嘘，判然と指す事が出弥ませんので，

致すと存じますので，周園にありまする諸星の位置を：加へて御通知の程御願ぴ

遺憾もので御座います．云々．

　上の手紙を讃んだ筆者は，早速十字星や南天の星座を大きな星圖として描

き，返信を添へて二つたのであった．

　又の日，更に同島上陸の勇士より下の軍事郵便が届いた．

　　日日不詳

　　　佐々木（政）部隊渡部隊

　　　　　清村嘉平民　より
　　　　　　　（同氏は大阪市電氣冒用晶課検牧係の出機，筆者は未知である）

拝啓（略）私は只今海南島で働いてみる電信除の兵隊です．支那の童子軍の携

帯手帳に星で南北を知る項があります．（童子軍とは日本の青少年團か，ボ1イ

スカウトの如きものか）時間を知る事も書いてあります．敵國に來て，戦には

勝つたが，星の事では却って教へられることが多いのは，どうでせうか．

　私の居る○○市の室は都市光芒が少ないので，晴れた室はすばらしいです．

今晩も9時頃露蔓から見ましたが，射手，双子，白鳥，大丈，北斗，冠などの

星座が記憶に蘇り，且つ，見ることが出來ましたが，南十界星らしいのが見え

ぬので，落謄してゐます．’キネマ「躍進日本」で南十字星座の形は記憶してゐま

すが，實物を見たくてなりません．づイヤス灘上陸當時はよく晴れて，明るい

流星を：見て，おどろV、たものです（敵の信號弾のやうに見えて）．鯨り室が美し

いので・夜室を見る機會が多いので，つい星に親しみたくなります．廣東で1

月下旬に日波後西方でしばらく黄道光の如きものも毎晩見えた様です．

　1の頃當地では太陽が南中の時は頭のてっぺんにある様です．日本南進せり

の再思V・のです．嘗て科二丁でプラネタリウムを拝見したのを想起し，疑問が

湧いたので御尋ね致しました．

　との手紙を受取つた筆者は，もう，じっとして居られなくなった．

　　　　　　　　　　　　　載線の　星圖

　遂に筆者は仕事の一瓢に，殿軍な勾画を描いた．これは北・中・南支の夏の室

を北天と南天に分つたもので，これに「延線の星圖」と名附けた．これは電歯

科皐館の名に依って約500部の印刷物となり，先づ市電氣局電燈部出身の職線

の勇士達へ，そして叉多くの知己や未知の勇士たちにも配布された．それは恰

も「時の記念日Jの6月10目であった．15噸に鰻蹴慰問雑誌「光」の附録



くつるる星を数へて慰む～二とを樂しみにして居ります．云々　6月24N一］

　早速星眉山を邊つた．返信に

　「生階ここ数日曇天・東方地二線近く赤色の火星を見るのを待ってるます，

第一線は極めて堅固です．御安心下さい．云々　7月19日」

　上のやうな星の便りは更に妬いた．

○北支　　杉山部隊縄理部　　楢原菅爾氏
○北支　　阿南部隊落合隊　　河合孝一氏
○北支　　横山部隊黒石部隊　松野三三氏
○中支　　廣野部隊坂本部隊　馬詰眞一郎氏

○南支　伊久間部隊中村隊　村田忠明氏

2ittlksdii4wto（．NtkftA．isetwtfiit．．paofiiJg　＄“N

内諺趨難灘糠薮諾せられた繭この戦嘱
　盛夏の8月11日に，海南島の清村上等兵より返信が届いた．

濃ん想繊魚猟呼率纈二欝犠
です）先日信揃と髄へたのが耀なりと確め隊わレ蛇融ま戦
Z＃・からす，など擁と素見し・こをどりしました加る和名の糠あり

と知った丈さえ嬉しカ’oたのです・蠣は南＋字星は・齢乍ら・垂物獅

線近くth9・　B｛分は・力紙でみる。”6’・見えませんカ㍉5月中から6月オ・鞠

ll瀦；灘徽購空螺郵月島織1
聖上詳細は大きく・惇架といふよりも・ぐさりと突刺した瞬偏

能瀬謙語聡豊猟し猛な油蝉罪幅・
　先づは御禮まで．　敬具」

　ああ正に御創の星は海南島の室で雄々しくも肚嚴に輝V・てるるのである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・蟄
者の感激は一入ではなかった．

　又，太田部隊中田隊の藤田音吉氏よりの便りには，

し弊瑠欝璽驚ら碧がカ’り働なV’　H　tc9時まで・見ま

そ細論曙つれと共焔地の賜さんたちカ’ら緯揮鞠畑着
した．

○牡丹江省始部除　森野理吉氏より

「大盛上にて羅縄を承りました・一葉鱒就下さい・兵と共に触。
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Q北支　那須部隊須藤隊本部兵藤道義氏

○南支　本部隊　　納富毒生氏
○中支　 篠原部隊　 上田宗三郎氏
以上の諸氏は何れも星圖を請求依頼し來り，早速二半するや，丁：重なる禮状を

寄せられた人kである．

　　　　　　　　　　　　　十字星の物請

　南十宇星の古い記録は，既に今より1800年前の西暦紀元140年にギリシャの

＄文學者トレミイが書V・た天文書「アルマゲスト」Almagestに4っの星とし

て記され，叉有名なダンテの「示申曲」の煉獄篇には，

　「我は右手にむかひ，こころを南極にそそぎ，原始の民（アダムとイヴ）のほ

　かに見し～二ともなき四つの星を見ぬ」と歌ぴ，叉，

　「四つの清らかな星の光は，彼の顔を輝かしく飾りたりし故，あたかも太陽

　を前にしたりしものの如き彼を我は見ぬ」とある．

ダンテは十字星の4っの星を「思慮，節制，剛毅，正義」の四元徳の象徴とし

たのである．實に意味深い十字星である．

　西暦1501年にアメリゴ・iスプツチが彼の第三航海に南十字星を稜見し，

　「われ，ダンテの四つの星を見たり」と狂喜したと云ふことである．

　十字星は初め，隣りのセンタウルス星座の星となってみたのであるが，西暦

1677年目フランスのロワィエが「十字架座」として濁下せしめた．げに昔から

南海を航海する人々には感激の星であった．

寛永の頃の天竺徳兵衛物語にも「とのマカオの海の，去々，町回南の方に「大

くるす」と申す星出申候．此れ迄は日本の北斗の星を見立て時計を以て方向を

伺ぴ走り申候．二二より「旧くるす」「小くるす」と申す二二を考へ走り門門」

とあるから，航海には旧くるす（南十字星）はなくてはならぬ星であった．

　（駐）「三曲」は生田長江氏謬より，ヌ物語の一部は野尻抱影氏の丈による・

　　　　　　　　　　　　　南方を指す星

十字星の4星の内，縦の長軸の2星の間隔を約4倍延長した室の一角は天の南

野物る（南天には混乱はない）ので，この＋字星だけで「南」の方位を知

るのに便である．これが昔から舟乗りたちを護ったのである．

　北斗星は北天を代表し，十字星は南天を表現する．オ1ストラリヤでは國旗

に美しい十字星の三景を呪いてるる．

　　あざやかに南くるすの星みえて

　　　　　　舟ぢすすしき　夕ぐれの室　　　　新村　出氏
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　　　　　　　　　　　　　皇紀元年の溜

れ階羅偽解櫛。勒涛畏く醐天輔脇そばさ

の潔倍鰍鷺躍糊諜と総溢鷺籍
十字星は二二より南へ，海南島へ行かねば見えぬ様になった．　　　　　’

長年肋間二二闘する鞭は’也三門と呼糊郷よる・（以上。
事實は歳差の計算や，又，プラネタリウムによって容易に二二二二る．）

　　　　　　　　　　　　　建　國　の　剣星

・鷲照臨雛響葦灘耀き難論
つつあるが，地上と共に天上にもこの新日本が記録されてよからうと思£、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ぐ
こ峰者は2600年を記念して・「新畑星座」の築かれんことを陣するもので

ある．それは最も嚴粛な意義を持ち，永遠に燦くことである．

（即ち，ﾂるぎ）禦巖瓢器ぞの嬬味によって湘「建國・創

想へ下田航元年の躰の室購欧＋物鯉ではあった今2月11日
半2600年の紀元節を迎へ・3〈2月10日は海南島敵前上陸の1週年記念日である

今報舗の鵬潤び深夜の室に輝き・1年前の聖戦と・2600年前の砂塵。

大勲礪し罎である・猷蘭なくて1’；1仰がれない・この「建國の蜘星」

は，紳武天皇の御威光のやうに，世界に永遠の御昼を獲してみるのである
「建國の創星」南中’ ｵて・榮ある紀元節當時の糊の東天t・＃座の環麹霧力：

鋤2600光年の勧より本年腱國紀7cit年の當時の光exし・麹のやうな

twnvてるるのも隊にめでたき光景である・（言圭●環耀霧はロ論士によ、）

そレて尚・2㈱qよ暇後の西天に5遊星が遭撫「うを」欧並列する

本年糊ゆ纐襯られる・乱この天上峨景は二本のために奏され三
巴樂のステ1ジと化したのであらうかア

　「建國の二二」の讃歌が漂ふ！

　　　　　　　　×　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　×

　　創星　今はまみゆる海南島

　　　騨代のむかし　おもほゆるかな

　　　　　　　　　　　　　　　小憩二時…代の恩師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎松弘造氏より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋市第三高女敏論）
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　　　　　　　　　　　　「星と山険」後日揮

　去る2月23日，9ケ月前の前記の大鎧紙の記事が奇縁となって，目下，中支職

線で活躍中の中村部除の勇士飛軒富士登山より左の自信が舞ひ込んだ一

　「暗黒の星室を眺め，忍、び寄る塞無を打佛ひつつ，銃劒執りて歩哨に立つ度

に，何か無窮の宇宙に回して，しみじみとした紳秘眼を向けて探求したいと云

ふ衝動に騙られてみた内，フト壁に貼り付けてあった古新聞の中に「星と兵除

g．一．．一 翌＝ot＆の勇士達から星圖の注文が殺到云k」の記事を見付け，小躍りして，

早速筆を執った亥第です．甚だ厚顔ですが御聞きとどけの程御願ぴ致します．

XkJ
　勇士達が，星を慕ふ眞心のほどは，銃後の我々を何時までも鞭燵して止まな

い．何Rとなく，この激しい熱情の績くままに，筆者は近日勇士たちへの約束

を果すべく，母線用「星座エハガキ」を作製し，御恩を報じやうと，目下その

準備に取りかかった．

　　　　　　　　　　　北海道・枝幸の大火

　去る五月11日，われ等に親しみ深い北海道の北見の枝幸町は，附近より起つ

た山火事に襲はれ，全町殆んど類焼，va　k・500戸を鳥有に話し，15戸を饒すの

み・20名ほどの死傷者を出すに至ったと報ぜられる．枝幸は1896年と1936年

と40ケ年間に2回も皆既日食に見舞はれ，前には米國と佛國の観測隊を迎へ，

後には中華民國と京都花山天文豪からの観測隊を迎へた天文に奇縁の町であ

り・1900年巴町，こ玉には，世界に類の無V・“日食圖書館”といふものがあり，

今までにも，天文關係者の多くを邊迎した所であった．勿論，此の有名な罫書

館も，其の他一切のものが衣になって了つたわけで，痛恨の至りである．

St正一一一天界228號表紙の裏「今年舅頭の大黒顯」の圓中

　　　9d　9h　10m　は　8d　8h　45m　に訂正

　　　10d　9h　20m　｝S　9a　9h　IOm　tt

　　　lld　8b　30m　e：　10d　9h　20m　e
　　　12d　8h　30tn　は　　11d　8h　30m　　　〃

　　　13己8h　30m　　｝ま　　12d　8h　30皿　　　　　〃

詮明文中“黒棚群tcssする太陽像の大きさは直径15糎です”と云ふのは取消
します．掲載せられました圖は，御譲り申し上げましたものより少し縮めてあ

り喪すので，前記の割合は成り立ちません．試みに此の黒蕪群の大きさを申し
上げまするならば，6d　8h　30mの黒1，群に於ける右側の黒顯の大きさは太陽直径

の約20分ノ1であります．

　衛，此の黒丁丁は二月22日第3回目の出現，三月21日には第4回目の再出現を
なして居ります．（東京阿部正明）


